
バクスターインフューザー SV シリーズ （ボトルタイプ） ・ LV シリーズ充填操作方法

＊薬液が流れない場合の対処方法

注意事項

• 本品の使用は 1 回のみに限ります

使用上の注意の一覧については添付文書を参照してください。

バクスターインフューザー SV シリーズ

（ボトルタイプ） ・ LV シリーズの薬液充填

方法を順にご説明します。

ルアーロック型注射筒 ( シリンジ） 又は

注入器を使用して、 薬液充填口から薬液を

注入し、 本品に充填します。

全ての操作は無菌的方法によって行ってくだ

さい。

充填時には注射針を使用しないでください。

必要な薬液をシリンジに充
填します。1,2 プライミングを
行って、 空気を完全に除去
してください。 シリンジに注
射針を取り付けないでくだ
さい。

2 翼状ルアーキャップ
を取り外し、 本品の
プライミングを開始し
ます。

翼状ルアーキャップ
を取り外し、 本品の
プライミングを開始し

6

充填したシリンジのプランジャーの
先端を水平な作業面に当てます。
本品を垂直に立て、 シリンジの
外筒又はつばを掴み、 シリンジ
をゆっくりと下方に押して、
バルーンリザーバーに薬液を
ゆっくりと押し込みます。
充填中に本品の外筒を
握らないでください。

手順 2 ～ 4 を繰り返し、 最小
充填量以上最大充填量以下の
薬液を充填します。4,5,7

充填したシリンジのプランジャーの
先端を水平な作業面に当てます。
本品を垂直に立て、 シリンジの

4 翼状ルアーキャップ
を元の位置に取り付
けます。

8

薬液充填口にシリンジ
又は注入器を挿入し、
時計方向に回してロック
します。1,3

3 使用前に、 薬液
が流れており、
チューブに空気
がないことを
目視で確認してください。

薬液が流れない場合は、 下記の
対処方法＊を行ってください。
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三方活栓の他の接続部
又はルアーアダプターに
10 mL 以下のシリンジ
を取り付けます。 三方
活栓が 「開いて
いる」 状態である
ことを確認して
ください。

2 シリンジのプランジャー
を引いて吸引します。
シリンジ内に薬液を
確認するまで、
吸引し続けます。

3 使用前に、 薬液が
流れており、 チューブ
に空気が
ないことを
目視で確認
してください。 翼状
ルアーキャップを元の
位置に取り付けます。

4本品の末端部
ルアーロックに
ルアーアダプター
又は三方活栓を
取り付けます。

1

実際の機器は写真と異なる場合があります。

薬液充填口キャップ

流量制御管

末端部ルアーロック

翼状ルアーキャップ

バルーンリザーバー

外筒

注入進度目盛

製造販売元
バクスター・ジャパン株式会社
東京都港区芝浦三丁目４番１号 グランパークタワー30階
電話番号：03（4567）1400

Baxterはバクスターインターナショナルインクの登録商標です

1 薬剤の調製及び保管上の注意については、 医薬品の添付文書を参照してください。
2 本品の流速は、 薬液の粘度の影響を受けます。 適正な希釈液については、 医薬品の添付文書を参照してください。
3 慎重にロックしてください。 過度に締め付けると薬液充填口を損傷するおそれがあります。
4 製品ごとの充填量の制限については、 添付文書を参照してください。
5  規定充填量よりも充填量を減らすと、 規定より流速が速まり、 注入時間が短くなるおそれがあります。 規定充填量よりも

充填量を増やすと、 注入時間が長くなるおそれがあります。
6 バルーン内の小さな気泡は、 通常に発生することがあるので、 取り除こうとしないでください。
7 本品は規定充填量に残液量を加えた量を充填した場合、 全注入時間として公称充填量± 10% の精度で持続的に薬液を

流出すうように設計されています。
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くわしくはコチラから ▶

薬液充填口から
シリンジ又は
注入器を
取り外します。3,6

薬液充填口
キャップを元の
位置に取り付け
ます。

薬液充填口から
シリンジ又は
注入器を

5

チューブから紙のテープ
を外し、 チューブを伸ば
します。 薬液充填口
キャップを取り外します。
後で使用するので保管
しておいてください。

1

まず初めに翼状ルアーキャップ
が緩んでいないことをご確認く
ださい。

www.baxterpro.jp


